

	東海大学文化社会学部広報メディア学科水島研究室では、2014年度から伊勢原市と共同で同市在住の戦争体験をお持ちの方々の証言インタビューの記録事業を行っています。��今回その一環として、小渕義信さん（伊勢原被爆者の会：長崎出身）から被爆体験と原爆の実相ついてお話しをお聞きし、ともに平和について考える会を開催することになりました。

